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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
景
気
低
迷
が

続
く
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

町
政
全
般
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
本
町
が
推
進
し
て
お
り
ま

す
「
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
緑
園
都

市
寸
づ
く
り
に
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
、
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
順
調
に
進
み
間
近
に

迫
っ
た
2
1
世
紀
へ
の
飛
躍
が
確
実
視

さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
重
ね

て
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

昨
年
策
定
さ
れ
た
第
４
次
縮
合
振
興

壬生町長

　　清水　英世

計
画
を
基
本
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
計
画
に
は
、
「
夢
と
活
力

に
あ
ふ
れ
た
経
国
都
市
・
み
ぶ
」
の

帽
生
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
各
種

の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す

が
、
順
調
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
経
国
都
市
の
実
現
の
た
め
、

道
路
や
公
園
の
整
備
な
ど
社
会
資
本

の
整
備
に
鋭
意
努
め
ま
し
た
。
幸
い
、

本
町
が
平
成
1
2
年
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
皇
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ

フ
ェ
ア
」
の
会
揚
地
に
指
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
国
々
県
の
交
接
を
得
て
、

ま
ち
づ
く
り
は
、
一
挙
に
進
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
は
、
公
開
と
道
路
の
整
備
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
す
が
、
壬
生
総
合
公
園
が
県
立
公

園
（
子
供
わ
ん
ぱ
く
公
園
）
と
し
て

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
緑
化
フ

ェ
ア
会
場
に
ふ
さ
わ
し
い
公
園
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
事
業
が
推
進
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
北
関
東
自

動
車
道
や
県
道
宇
都
宮
・
栃
本
線
、

県
道
上
田
・
壬
生
総
な
ど
の
建
設
や

改
良
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
一
方
、
親
木
公
園
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
東
雲
公
園
も
、
護

岸
整
備
や
自
転
車
道
の
整
偏
に
続
い

て
、
両
側
公
園
部
の
整
備
が
着
実
に

進
み
、
目
玉
と
な
る
吊
り
橋
の
建
設

も
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
園
の
整
備
に
併
せ
て
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
視
野
に
お

い
た
建
設
省
の
モ
デ
ル
事
業
「
く
ら

し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
」
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
も
順
調
に
推
進
で
き
ま
し

た
。
電
線
の
地
中
化
方
式
に
よ
る
蘭

学
通
り
の
整
備
に
続
い
て
、
大
手
門

通
り
や
新
優
前
通
り
の
整
備
促
進
も

図
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
城
址
公

園
も
、
正
面
入
口
の
橋
の
架
け
替
え

が
終
わ
り
、
本
町
出
身
の
作
曲
家
、

鳥
居
詫
の
「
箱
根
八
里
」
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
、
橋
を
渡
る
人
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
町
民
の
生
活
環
境
の
改
善

に
つ
な
が
る
社
会
資
本
の
整
備
事
業

も
矢
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

昨
年
は
上
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

事
業
な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
、
下
水
道
の
整
備
は
、

町
民
が
最
も
要
望
す
る
事
業
で
あ
り
、

本
町
で
は
早
く
か
ら
手
が
け
、
県
下

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
普
及
率
を
誇
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
層
の
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
農
業
集
落
排
水
事

業
を
大
い
に
推
進
し
、
上
田
・
中
泉

・
藤
井
に
次
い
で
、
北
小
林
・
肋
谷

地
区
で
も
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　
ブ
く
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
最

終
処
分
揚
が
完
成
し
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
更
新
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
ご
み
処
理
体
制
は
、
万
全
と
な

り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
の
導
入
を
控
え
、
最
重

点
課
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
は
、
2
4
時
間
体
制
で
、
介

護
相
談
に
当
た
れ
る
よ
う
、
在
宅
介

　
　
）

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
い
た
し
ま
　
　
２

し
た
が
、
お
陰
様
で
、
順
調
に
軌
道

に
乗
り
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
支

援
体
制
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
町
は
、
城
下
町
と

し
て
の
歴
史
と
伝
統
に
恵
ま
れ
た
町

で
す
が
、
昔
か
ら
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

に
関
心
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

が
大
変
盛
ん
な
町
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

奈
川
大
会
や
関
東
大
会
に
出
場
し
た

小
・
中
学
校
の
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ば
か
り
で
な
く
、
各
種
目
で
活
躍

が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
活

動
で
は
、
中
央
公
民
館
や
郷
土
資
料

館
な
ど
を
利
用
し
て
、
音
楽
会
、
文

化
講
座
な
ど
各
種
の
行
事
が
盛
ん
に

開
か
れ
、
町
民
は
も
と
よ
り
、
他
市

町
の
方
々
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。

　
以
上
、
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
に
、

昨
年
の
町
政
振
興
に
む
け
た
取
り
組

み
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
、
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

の
開
催
も
来
年
と
間
近
に
せ
ま
り
、

ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
の
成
功
を
期
し

て
、
な
お
Ｉ
層
の
推
進
が
図
ら
れ
ま

す
。

　
ま
ず
、
緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け
て
の

事
業
で
あ
る
北
関
東
自
動
車
道
を
は

じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
や
会
場
と
な



る
壬
生
総
合
公
園
の
整
備
は
、
完
成

を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
続
け

ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
「
く
ら
し
の
進
づ
く
り
事

業
」
も
御
用
水
跡
の
復
元
、
大
手
門

の
建
設
と
事
業
が
進
み
、
親
木
公
園

と
し
て
の
東
雲
公
園
も
い
よ
い
よ
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
吊
り
橋
が
お
目

見
え
し
、
さ
く
ら
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
懸
案
に
な
っ
て
い
た
憩
い
の
家

の
建
て
替
え
事
業
に
も
着
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
緑
化
フ
ェ
ア
の
会

揚
地
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
一
層
推
進
さ
れ
ま

す
が
、
一
方
生
活
環
境
改
善
事
業
の

一
環
で
あ
る
農
業
集
落
排
水
事
業
の

整
備
も
さ
ら
に
推
進
さ
れ
、
上
田
・

中
泉
地
区
で
処
理
場
が
完
成
し
、
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ

ミ
処
理
体
制
の
核
と
な
る
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
更
新
事
業
も
完
成
し
、
今
後

は
、
き
め
細
か
な
分
別
収
集
の
徹
底

な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
介
護
保
険
導
入
に
む
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
介
護
施
設
の

増
設
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
介
護

支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
た
い
。

　
本
年
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
も

力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
特

に
、
郡
民
体
育
大
会
が
本
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
大
会
を
盛
り
上
げ

る
べ
く
、
選
手
育
成
強
化
を
始
め
、

　
平
成
Ｈ
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
壬

生
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
、
わ
が
国
経
済
は
、
長
期
化
す

る
景
気
の
低
迷
と
金
融
シ
ス
テ
ム
に

対
す
る
信
頼
の
低
下
、
雇
用
に
対
す

る
不
安
な
ど
に
よ
っ
て
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
経
済
再
生
に
向

け
て
、
平
成
Ｈ
年
度
予
算
編
成
や
税壬生町議会議長

　　松井　晴夫

制
改
正
に
よ
り
実
効
あ
る
施
策
を
講

じ
得
る
か
が
焦
点
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢
の
中

で
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
行
財
政

環
境
も
税
収
減
、
公
債
費
負
担
の
増

大
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
少
子
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
、
高
齢
者
対
策
の
柱
と

な
る
介
護
保
険
制
度
の
創
設
に
よ
る

財
政
負
担
等
や
、
地
方
分
権
推
進
に

伴
う
効
率
的
な
行
政
体
制
の
確
立
な

ど
、
地
方
公
共
団
体
の
能
力
向
上
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
大
変
厳
し
い

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
各
種
の
施

策
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
景
気
低
迷
の
逆
風
を
受

け
て
苫
し
ん
で
い
る
産
業
の
振
興
に

つ
い
て
で
す
が
、
中
小
企
業
融
資
制

度
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
特
色
あ

る
地
場
産
業
の
育
成
に
具
体
的
、
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
は
、

本
年
も
第
４
次
総
合
振
興
計
画
を
基

本
に
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
成
功

状
況
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
目
前

に
迫
っ
た
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ

ェ
ア
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
総
合
公

園
や
関
連
す
る
道
路
、
さ
ら
に
、
東

雲
公
園
、
大
手
門
通
り
、
蘭
学
通
り

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
の
事
業
で
は
あ
り

ま
す
が
、
北
関
東
自
動
車
道
の
建
設

や
県
道
の
幹
線
道
路
の
拡
幅
工
事
も

急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め
ら
れ
、
新

鋭
馬
場
も
移
転
に
向
け
着
手
し
、
黒

川
の
河
川
空
間
を
生
か
し
た
吊
り
橋

も
、
東
雲
の
さ
く
ら
ま
つ
り
の
こ
ろ

に
は
、
供
用
開
始
と
な
る
よ
う
で
す
。

　
他
に
も
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、

万
全
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
上
下
水
道
の
一
層
の
促
進
、

を
期
し
て
推
進
さ
れ
ま
す
が
、
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
の
成
否
は
、
全
国
都

市
緑
化
フ
ェ
ア
の
成
功
に
か
か
っ
て

い
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
全
国
か
ら
来
ら
れ

る
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
町
を
挙
げ
て
緑
化
フ
ェ
ア
会

揚
地
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
の
実
現
を

め
ざ
し
て
邁
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
し
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

環
境
ホ
ル
モ
ン
対
策
等
の
問
題
、
商

店
街
の
活
性
化
、
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
な
ど
、
山
積
す
る
様
々
な
課
題

に
対
し
、
幅
広
い
視
点
で
の
施
策
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
４

月
に
改
選
が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
万

町
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認

識
し
、
住
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

議
決
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
、

「
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
緑
園
都
市

・
み
ぶ
」
を
目
指
し
て
、
町
執
行
部

と
と
も
に
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
町
の
発
展
と
町
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

３



Ｊ
の
朧
朧
薗

　
平
成
９
年
度
の
当
初
予
算
は
、
行
政
の
簡
素
化
・

効
率
化
を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的

な
財
源
の
健
全
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
適
正
な
歳
入
の

確
保
と
歳
出
内
容
の
徹
底
し
た
合
理
化
に
努
め
、
限

ら
れ
た
財
源
で
町
民
の
方
々
の
生
活
安
定
と
福
祉
充

実
を
図
る
た
め
、
町
政
の
運
営
方
針
で
あ
る
「
壬
生

町
総
合
振
興
牡
團
」
を
基
本
と
し
て
、
別
途
策
定
さ

れ
ま
し
た
「
平
成
９
年
度
予
算
編
成
方
針
」
に
基
づ

き
、
可
能
な
限
り
積
極
的
な
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
発
生
し
た
行
政
需
要
お
よ
び
国
・
県
支

出
金
の
増
減
な
ど
に
対
応
し
た
追
加
補
正
を
行
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き
適
正
な
歳
入
の
確
保
と
歳
出
全

般
の
節
減
・
合
理
化
を
推
進
し
、
効
率
的
な
予
算
執

行
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
９
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
1
1
8
億
２
。
０
３
８
万
１
千
円
で
予
算
額
に

対
し
て
０
．
４
％
の
増
収
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し

て
1
.
5
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ｊ

8
5
万
円
で
予
算
額
に
対
し
て
６
．
８
％
の
執
行
と
な
り
ヽ

前
年
度
対
比
0
.
9
％
増
と
な
り
才

シ

ベ

　
　
　
　
ー

歳
出
総
額
は
、
1
1
4
億

歳入状況干
　　　地方消費税交付金8,489万31

　前車取得税交付金1億3,707万4千円

地方譲与税2傷2,496万1千円ｙ

国庫支出金

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
交
付

金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　グラフ①（歳入の状況）は、歳入

の決算割合を示したものです。町税

や使用料および手数料などの自主財

源が53.9％、地方交付税や国・県支

出金などの依存財源が46.1％となっ

ています。これらの財源がどのよう

な目的で、どのくらい使われたかを

表したのがグラフ②（歳出状況）で

す。グラフ③（性質別歳出状況）は

歳出の経済的性質を基準に分けたも

のです。全体の28.2％を占める普通

建設事業費の主な事業は、清掃セン

ター建設事業、道路改良事業、東雲

公園整備事業などの費用です。

Ｊ斑墜?lず
　　農林水産業費4億9，

消防曹6億1,948万4･

●平成９年度

　　　決算報告
ﾂ4ﾃﾞ)性責罰歳出状況

４
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－　　　
j清掃センターの建設資金は、厚生年金・国民

　　　　　　　　　　　｀･両目回=回回天1窟吝巨匹謳5‾謳｀　　゛sﾐm翌　　　　　年金積立金還元融資資金が使用されています。
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０ 50 100
130億円

５

６

７

８

９
年
度

１　１　１　１　１　１　１　１　１　１　１　１　１　１　１
１　１　１　１　，　１　１　１　１　１　１　１　１　１

　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　ｌ

’I　　″1118億2,000万円　　　　　　‾……… 『TI歳入
　　　114億1,000万円　　　　　　　　［　|歳出

言鸚誰稿瞰瀕轄裡⑤言言言言言鍍

　　　110億6,300万円

慾宍l尚’函回遊好戦掴万円＾呂言゛゛……X呂^……9呂

　　　101億4,600万円

順額…………゛゛j･1佃億300万円!’……言順順………0-
･

　　　102億8,000万円

順順大呂回51肩4甜囮廟珀矩願願鸚蔚言言胆

　　　II4億100万円

町
有
財
産
等

基　金　39億119万5千円

出資金　　　5,056万1千円

土　地　　　1,197,230�

建　物　　　　116,948�

汗成９年度末）

心　　Ξ｡　計 歳　入 歳　出 繰越金

国民健康保険 2,402,087 2,223,605
　　288,482

(基金積立金110,000)

公共下水道 1,ｱｱ3,584 ワ1ｧ,804 55,780

奨学資金 1,538 1,531 ア

老人保健事業 2,812,208 2,632,481 179,727

農業集落排水事業 L387,310 1,386,602 Z08

決
算
状
況
単
位
・
千
円
）

工
ざ
辿
万
一
Ｊ
ｊ

ｊ
ｙ
　
ｌ
ノ
　
ｙ
－
～
Ｉ
Ｆ
－
－
－

水
道
事
業

収益的収支
総収益額

　546,189

総支出額

　495,209

純利益

50､980※資本的収入額が資本的支出額に

　不足する額は、過年度損益勘定

　留保資金、当年度損益勘定留保

　資金、当年度消費税収支調整額、

　建設改良積立金で補てんしまし

　た。資本的収支
総収入額

　326,052

総支出額

　490,859

※収支不足額

　△164,807

５
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Ｏ
手
当
月
額

＊
児
童
一
人
　
４
２
、
１
３
０
円

＊
児
童
二
人
　
４
７
、
１
３
０
円

＊
児
童
三
人
以
降
３
、
０
０
０
円
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
、
１
３
、
９
４
０

円の
減
額
に
な
り
ま
す
。

○
支
給
月

４
月
、
８
月
、
1
2
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た

は
身
体
に
障
害
（
１
級
・
２
級
）
の
あ

る
児
童
（
即
成
未
満
）
を
養
育
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
り
）

＊
―
級
該
当
　
５
１
、
２
５
０
円

＊
２
撒
該
当
　
３
４
、
１
３
０
円

○
支
給
月

４
月
、
８
月
、
Ｈ
月

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
養
育

家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童
手
当
、
遺
児
手
当
、
児
童
扶
養

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該
当
す
る
方

は
、
町
民
生
部
福
祉
課
に
お
い
て
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
付
は
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日

を
除
く
、
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
言

遺
　
児
　
手
　
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま

す
。

Ｏ
手
当
月
額

＊
児
童
一
人
あ
た
り
　
３
、
０
０
０
円

Ｏ
支
給
月

６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

児
童
扶
養
手
当

児
　
童

手
　
当

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の

他
の
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

さ
ら
に
特
例
給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

□1771Ti771rl

　児童手当所得制限限度額表

る
方
の
平
成
９
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
９
年
分

の
所
得
順
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除

し
た
順
に
な
り
ま
す
。

Ｏ
手
当
月
額

＊
第
一
手
　
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

＊
第
二
子
　
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

＊
第
三
子
以
降
　
　
１
０
、
０
０
０
円

Ｏ
支
給
月

６
月
、
1
0
月
、
２
月

扶養家族
等の人数

　Ｏ人

児童手当

(騏年蝕巨都

　特別給付

(鮭年錫年雌誦)

所得額（円） 所得額（円）

1,529,000 3,445,000

１人 1,829,000 3,745,000

２人 2,129,000 4,045,000

３人 2,429,000 4,345,000

４人 2,729,000 4,645,000

５人 3,029,000 4,945,000

ふ　　　１や　声r- 　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
1
8
歳
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ

っ
て
全
額
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
・
所
得
制
限

な
ど
詳
し
く
は
、

　
☆
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

8
1
１
１
Ｑ
‥
〉
｛
ｊ
１

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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民生委員・児童委員ならびに
福祉委員が委嘱されました

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
福
祉

委
員
が
、
1
2
月
１
日
付
で
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
福
祉

委
員
は
、
一
定
の
地
域
社
会
　
（
担

当
区
域
）
　
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
自
主
的
・
主
体
的
に

活
動
し
、
担
当
区
域
の
実
態
や
福

祉
需
要
を
日
常
的
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
か
か
え
る
児

童
、
母
子
、
高
齢
、
心
身
障
害
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

身
近
な
立
場
で
親
身
に
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ

ー
ビ
ス
は
、
ま
す
ま
す
充
実
・
拡

犬
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

内
容
や
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、
福

祉
需
要
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 親身に相談に応じます

民生委員・児童委員・福祉委員の方々
封 氏　名 住　所 尉膳号 担　当　地　域 備　考 Ｂ 氏　名 住　所 電話番号 担　当　地　域 備　考

１ 表町9-2 82-0898 1.下表町 総務 33 栄松澄子 顛訂目4-14 86-2379 網川洲肝川副膝出腫二郎

２ 中村故子 表町2-39 82-2083 2冲表町 34 家亀秋子 お巾の円心 86-OI98 36.おもちゃのiちレ4～レレ則･打目

３ 鈴木文代 無二肋-32 82-0418 3.下検町4.今井 35 若林　清 下稲葉385 82-3409 兎釜ケ淵51.原坪

４ 早乙女俊子 中央町17-24 82-0765 5上表町 36 鰹沼佐市 刊謹1478 82-5990 52.鹿島

５ 丸[1｣サキ 駅東町4-23 82-0581 6.泉下合41.下台団地 37 神長　浩 上稲葉1789 82-5996 53.下馬木（稲葉）54.下町

６ 住川岸三 駅束町23-13 82-7282 42.駅束44.県営壬生住宅 38 神長徳茂 上稲葉1982 82-5955 55よ町

７ 塩沢ナミ 中央町2-28 82-0625 7.城東町 39 高木昭年 七ツ石192-1 82-9124 56.本郷

８ 胆|ﾌﾐ子 中央町6-8 82-2854 8.舟町9.栄町 40 早川桂子 七ツ石764-2 82-2366 57.松原

９ 船越多喜知 通町8-9 82-0217 10.仲通町 41 早乙女ハツ 羽生田2412 82-9058 58.西部60.北原

10 渡辺喜代子 通町4-!2 82-0249 江上通町 42 木野内啓一 羽生田532-1 82-3407 59伸夫6L合宿62.下坪

11 粕尾柴治郎 壬生甲637.2 82-5439 に.三好町39.車塚 43 黒子昭平 福和則587-54 82-5637 63,東原64.鰹沼 副総務

12戸崎豊治 壬生甲3388-1 82-1635 13.旭町26.星の宮 44 山崎文吉 福和則001-26 82-5701 65,福和田

13神水ﾏｻ子 大師町9-21 82-0676 14.万町 45 鈴木貴夫 北小林274-3 86-3917 70.北小林81.独協職員寮

14青木全十郎 壬生甲961-1 82-2719 15.上新町 46 鈴木理肋 安塚2226-2 86-0122 71.安塚一の一部

15石塚勘一 壬生甲2589-1 82-5975 16.下馬木（壬生） 47 高橋ミサ 安塚2136-4 86-2030 71.安塚一の一部

16甫坂　清 壬生甲2300-1 82-0844 17.西高野 48 古葉ミツ 安塚931-7 86-2303 89.安塚中央

17佐藤信子 本丸二丁目阿 82-0022 18.城内 49 早乙女弘 安塚988 86-1576 72.安塚ニ

18人見イハ 本ﾒL二丁目14j2 82-1240 19.城南
50 荒川ﾉﾘ子 安塚877-46 86-2694 85.安塚三

９ 橋本裕一 藤井232 82-3028 20薦場21源宿 51 河野辺泰子 安塚1099-5 86-2684 86.安塚南部

20 柏崎美代子 藤井1288 82-5610 22.田向稲荷内2辻坪24.前宿坪25冶坪 52 中川　淳 安塚754 86-1381 73よ長田

21斎田晃男 壬生㈹803-30 82-3050 43.至宝町南の一部 53 大関チョ 上田967ぺ 86-3728 74辻田

22尾川洋子 至宝二丁目7-8 82-4079 27.至宝北の一部43.至宝南の一部 54 中村安宏 中泉300 86-0170 75冲泉

23根本信子 いずみ町8-7 82-6目7 27.至宝北の一部37.いずみ町 55 渡辺　章 助谷159-11 86-3659 76.助谷ﾌﾌ.助谷原

24中川和江 壬生丁287-1 82-0622 28割駄肋一訓ひば円航隠29,頌ｹ丘航 56 渡辺親守 落合三丁目絹 82,5057 78.落合79.国谷中央の一部(南部)

25荻原みい子 至宝3-9-15 82-6540 28.六美可北部の一部(東部) 57 野口百合子 国谷294 82-5879 84.あけぼのの谷岡.訃柱 副総務

26小林ｷﾐ子 壬生丁25H 82-2280 28.六美町北部の一部冲史郎） 58 大粟トミ 国谷700
82-5936 79.回賎のづ(辞･賤∩0.回顧

27石井末代 壬生丁105-3 82-3740 40.六美町岫洋二 59 高間信義 緑町三丁目14-10 86-0970 82.鯛づ目83.鯛釘目

28岩田幸子 壬生丁142-7 82-5236 38.六美町南部第一 60 鴇昿三子 若草町1-17 86-2649 84.あけぽのの一部87諾草

29青柳とき 緑卜丁目5-11 86-0089 30.緑町一丁目31.緑町二丁目 61 石崎典子 壬生丁112-1 82-2475 主任児童委員

30 上山静香 研一丁目13-10 86-2182 32.幸町一丁目 62 神長孝子 上稲葉1694-2 82-9目３ 主任児童委員

31 松本景子 鰐二丁目29-1 86-1059 33.幸町二丁目 63 安生佳子 安塚2076-13 86-0090 主任児童委員

32遠藤晶子 鰐三丁目18-13 86-0125 34.幸町三丁目

７
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こ　今

ろご寄

　､一=桟延:.･｀一つ･ｆふ　9ぞノ

壬生寺保育園新園舎

現在建設中（7月末完成予定）

　
壬
生
寺
保
育
園
は
、
懸
賞
大
師

円
仁
様
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
由

緒
あ
る
お
寺
の
保
育
園
で
す
。

　
境
内
に
は
、
大
き
な
い
ち
ょ
う

の
木
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
木
々

が
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
豊
か
な

自
然
の
四
季
に
触
れ
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
元
気
に
リ
ト

ミ
ッ
ク
や
竹
馬
、
な
わ
と
び
、
ど

ろ
ん
こ
遊
び
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
お
寺
の
保
育
園
と
い
う
特

徴
を
生
か
し
、
月
に
一
度
、
坐
禅

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５

取
り
入
れ
、

に
励
ん
で
い

年
前
か
ら
和
太
鼓
を

楽
し
み
な
が
ら
練
習

ま

完
成
し
、
大
勢

す
る
子
ど
も
だ

満
ち
あ
ふ
れ
、

す
。
大
き
な
曲
が

の
人
の
前
で
発
表

ち
の
姿
は
自
信
に

力
強
く
円
仁
太
鼓

を
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
仮
園
舎
で
の
生
活
で
す
が
、

今
年
の
夏
に
は
新
園
舎
が
完
成
し

ま
す
。

今
か
ら
と
て
も
待
ち
週
し
い
で
す
。

　
　
　
　
壬
生
寺
保
育
園
職
員
一
同

一

ね

親子会食会の日

サンドイッチパーティー楽しし
！円仁太鼓が
(マロニエフェアにて)ひびきます

お寺のうら山で

竹の子掘ったよ

イモ掘ったよ」

ほいくえんの畑でイモほリ

｢みてみて!!こんなに大きしゴロンと寝たり
れんげ畑の中で
お花を摘んだり

８



　年の瀬の12月22［に町内一斉の「防犯診断」が行われま

した。

　栃木警察署員、防犯組合員（自治会役員等）、町執行部、

消防回員など140名が町内４地区に分かれ、戸締まりや、

自動車、オートバイ、自転車の鍵などをチェックしてまわ

り、特に、鍵をつけたままの自動車等については、注意

を促しました。　　盗難車両は、犯罪に使われるケースが

多くなっています

ので、自動車等か

ら離れるときには

鍾を抜き、きちん

とロックをしまし

ょう。

　地区ごとの結果

は、下表のとおり

です。皆さんは大

丈夫ですか。

　
栃
木
県
・
栃
木
県
統
計
協
会
主
催
の

第
3
6
回
栃
木
県
統
計
大
会
が
Ｈ
月
2
6

日
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

各
種
統
計
調
査
に
貢
献
さ
れ
た
調
査
員

の
方
々
や
、
協
力
事
業
所
等
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
次
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

県
知
事
表
彰

一
生
産
動
態
統
計
調
査
」

　
株
式
会
社
メ
ガ
ハ
ウ
ス
栃
木
事
業
所

県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

［
統
計
調
査
員
］

　
　
　
小
川
寛
一
　
玉
美
町
北
号

　
　
　
中
尾
靖
一
郎
（
お
も
ち
昌
ま
ち
）

　
　
　
中
島
雅
子
（
舟
　
　
町
）

［
統
計
功
労
者
一
（
団
体
）

　
壬
生
町
統
計
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
会
長
・
青
木
荘
コ

防犯診断の結果

/
］。白

ヤ]勧二゛゛ 車]……ljJ 二

……

自万土紐 両三］ ｵ1引万言］
　 % % % W ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % % % % ♂ ♂ ♂

演 態 台 数

回

　 ; ゛ ゛ % % 2 Q I ｀ l ｀ ｀ 　 ｛ 限 ｀

回 ﾛ ｯ 倣 U

ゝ ﾝ ♂ 　 ♂ ゝ ゝ ゝ ゝ ゝ ゝ W ♂ ♂ ♂ ♂

粁肘］
嶺藤

;l゛%゛;;%Z;;玖心ﾝ

､ ､ ､ ’ ’ ! 陶 ヽ 匈 ･ . ｀ ﾐ

J 漕 錠 ぜ ず

゛ ; ゛ g ゛ m ｀ ｀ ｀ l ｀ ｀ 　 ゝ ヾ

面詰|
崖 飴 数

，

; l u ｀ ｀ l ､ ｀ ゛ ゛ % ゛ ゛ 吊 函 ″ g M S a

斜面

溺･､･J皿.;....;｀､､uu

壬生地区 1,124 99 ８ 632 127 50 41 １

稲葉地区 1,001 176 132 517 299 76 180 70

南犬飼地区 983 181 38 352 □8 70 84 25

おもちゃのまち駆 1,005 66 ３ 357 80 30 36 １

計 4,113 522 181 1,858 684 226 341 97

％ 二 12.7 4.4 二 36.4 12,2 二 28.4

ヽ 一

壬
生
町

　
　
消
費
者
友
の
会

ご存知ですか？

少額訴訟

少
額
訴
訟
と
は
・
：
　
　
　
　
　
　
　
　
事
例
２
（
解
決
事
例
）

　
１
９
９
６
年
に
民
事
訴
訟
法
が
改
正
　
　
　
大
学
生
の
娘
が
４
年
聞
往
ん
だ
ア
パ

さ
れ
、
9
8
年
に
施
行
。
特
徴
は
①
3
0
万
　
　
Ｉ
ト
を
出
た
時
、
敷
金
誹
万
円
（
家
賃

円
以
下
の
金
銭
の
支
払
い
を
め
ぐ
る
訴
　
　
２
か
月
分
）
が
戻
ら
な
い
。
母
親
が
請

訟
で
あ
る
。
②
原
則
と
し
て
一
回
で
判
　
　
求
し
た
と
こ
ろ
、
「
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

決
が
下
さ
れ
る
。
③
証
拠
書
類
や
証
人
　
　
ン
グ
代
を
差
し
引
い
た
」
と
言
い
、
６

は
、
審
理
の
日
に
そ
の
爆
で
す
ぐ
仁
調
　
　
万
５
千
円
だ
け
は
戻
っ
た
が
、
全
額
返

べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
①
　
　
済
の
「
少
額
訴
訟
」
を
起
こ
し
た
と
こ

判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
　
ろ
、
無
事
残
り
の
７
万
５
千
円
が
返
金

異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
さ
れ
た
。

事
例
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
誉
居
〕

　
「
購
入
し
て
５
ヵ
月
の
、
カ
シ
ミ
ヤ
　
　
　
簡
易
裁
判
所
の
窓
口
で
、
専
用
の
用

の
コ
ー
ト
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
広
が
紛
失
　
　
紙
に
記
入
す
る
。
（
記
入
説
明
あ
り
）

し
、
『
待
っ
て
』
と
言
わ
れ
る
ま
ま
Ｉ
　
　
お
近
く
の
裁
判
所

年
が
経
過
。
何
の
対
応
も
な
い
。
」
　
　
　
　
宇
都
宮
（
宇
都
宮
簡
易
裁
判
所
）

＊
少
額
訴
訟
手
続
で
、
返
品
ま
た
は
返
　
　
　
　
�
０
２
８
－
６
２
１
↑
２
１
１
１

金
さ
れ
る
可
能
性
大
。
ク
リ
ー
ニ
ン
　
　
栃
本
（
宇
都
宮
簡
易
裁
刊
所
栃
本
支
号

グ
依
頼
の
控
え
、
コ
ー
ト
の
価
格
　
　
　
　
　
　
　
　
�
２
３
－
０
２
２
５
㈹

（
販
売
店
の
証
明
書
）
な
ど
、
主
張
　
　
※
「
消
費
者
だ
よ
り
」
は
、
今
回
が
鏝

を
裏
付
け
る
証
拠
が
必
要
。
　
　
　
　
　
　
　
終
回
で
す
。

９



城内
松本

密達者　　ソ

カッフル穫

敏男さん(ﾜ3)

ヤスさん(ﾜ4)

南犬飼中学校３年

　　　　　伊東　美砂江

夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
倅

　　オーロラを見に行きたい

北小林　堀江特さん

　　「休みの日は、ショッピングに行くことが多い

です｡」という淳子さん。今年から、スノーボー

ドを始めたいと思っているそうです。

　昨年11月の、しし座流星群を見に行ったという

淳子さんの次なる目標は、「オーロラを見に行く

こと」です。

礁
◎
⑩
昌
今
回
は
双
子
の
姉
妹
の
作
品
で
す

10



ふれあ
　
お
二
人
そ
ろ
っ
て
「
人
と
話
す
こ
と

が
趣
味
」
と
い
う
松
本
敏
男
さ
ん
・
ヤ

ス
さ
ん
夫
妻
。

　
敏
男
さ
ん
は
大
正
1
4
年
生
ま
れ
、
ヤ

ス
さ
ん
は
1
3
年
生
ま
れ
で
、
お
二
人
と

も
稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
ま

し
た
。

　
戦
時
中
、
敏
男
さ
ん
は
海
兵
団
に
入

団
し
、
終
戦
後
は
、
３
年
間
学
校
に
通

い
農
業
を
勉
強
し
た
の
ち
、
農
業
を
始

め
ま
し
た
。

　
昭
和
2
3
年
に
お
二
人
は
結
婚
し
、
以

来
、
現
在
に
至
る
ま
で
農
業
を
営
ん
で

き
ま
し
た
。
敏
男
さ
ん
は
、
今
で
も
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
乗
り
、
作
業
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
老
夫
婦
世
帯
の

お
年
寄
り
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
1
2
月
２
日
、
「
円
遊
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
藤
井

小
学
校
１
・
２
年
生
の
児
童
に
よ
る
合

唱
ツ
合
奏
や
、
母
親
ク
ラ
ブ
の
ハ
ン
ド

ペ
ル
演
奏
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
会
食

し
、
子
ど
も
た
ち
と
、
ま
た
お
年
寄
り

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
手
の
空
い
た
と
き
に
は
、
敏
男
さ
ん

は
庭
本
の
手
入
れ
、
ヤ
ス
さ
ん
は
庭
の

草
と
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

で
は
時
代
劇
を
よ
く
見
ま
す
が
、
「
農

家
も
事
業
。
社
会
情
勢
と
は
無
関
係
で

は
い
ら
れ
な
い
。
」
と
い
う
敏
男
さ
ん

は
、
ニ
ュ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
政
治
・
経

済
に
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　
　
「
仕
事
で
適
度
に
体
を
勤
か
し
、
友

人
だ
ち
と
の
雑
談
で
心
を
通
わ
せ
る
こ

と
。
」
こ
れ
が
、
お
Ｉ
犬
の
健
康
の
源

で
す
。

牡

ザ

チャリティー

福祉フェスティバル

　益金を福祉活動に寄付

地
域
子
育
て
活
動

ふ
れ
あ
い
交
流
会

　
壬
生
町
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ー

ダ
ー
「
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
」
が
行
な
っ
て

い
る
地
域
子
育
て
活
動
の
一
環
と
し
て

1
2
月
1
2
口
、
南
犬
飼
地
区
公
民
館
で

「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
子
育
て
相
談
や
、
高

校
生
と
の
フ
ォ
土
フ
ム
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
親
子
で
空
き

缶
や
マ
ッ
チ
棒
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

１
分
間
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　福祉フェスティバル実行委員会（玉田秀夫会長）

では、12月23日わんぱく睦っ子の森を会場として

チヤリティー福祉フェスティバルを開催しました。

　これは、福祉活動の一環として睦作業所をはじ

め、のぞみホーム、ゆうがお金、藤井むらづくり、

肋谷むらづくり、壬生高ＪＲＣ、町造園業協同組

合、みどりのサンタ等の団体の協力を得て、今年

初めて実施したもので、資源ゴミのリサイクルや

花の無料配付のほか、各種模擬店のコーナーなど

に大勢の人が訪れ、賑わいました。

　なお、この日の収益金は、福祉活動の資金とし

て、睦作業所、のぞみホームヘ贈られました。

１１



　　　ﾇ沸'-ツ
S

ports

秋晴れの下、健脚を競う

昌雌蕊ヱ囲＝[閃ク==尚拍
月
29町
目聡
　｀合
壬運
生動
町場
健周

康追
口　の
１　コ
ド　１
レ　ス
１　で

ス　11

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
性
別
、
年
齢
別
、
親
子
ペ
ア
な
ど
の

種
目
に
参
加
し
た
2
4
9
名
の
ラ
ン
ナ
ー

は
、
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
せ
い
い
っ
ぱ

い
走
り
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

優
勝
お
め
で
と
う

親
子
ペ
ア
２
Ｊ
ｍ

豊田ｽﾞﾌﾞ親子(安塚⊇

　　　　　　８分47秒

ら 心 Ｊ

小
学
生
男
子
３
�

小
学
生
女
子
３
1
1

中
学
生
男
子
５
幽

中
学
生
女
子
３
幽

一
般
男
子
５
㎞

石田憲二郎（睦小６年）

　　　　　　　12分02秒

鈴木久光栄（東小６年）

　　　　　　　12分56秒

倉井昌之（壬生中３年）

　　　　　　　16分44秒

片山ますみ（壬生中２年）

　　　　　　　12分15秒

　　哺一細片

鈴本直也（壬生高２年）

　　　　　　　17分04秒

一
般
女
子
３
�

片山しげ子（六美町南づ

　　　　　　　1扮36秒

一
般
男
子
３

1 1

　
　
（
4
0
歳
以
言

上田　明（北小樹

　　　　11分31秒

町
外
か
ら
も
多
数
の
参
加
　
　
　
　
゛

壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
Ｈ
月
８
日
∴
Ｄ
日
の
両
日
、
南
大
飼

中
学
校
新
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
1
4
図

壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

町
内
外
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
2
3
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

成
　
績

　
男
子
の
部

　
　
優
　
勝

　
　
準
優
勝

　
　
三
　
位

　
女
子
の
部

　
　
優
　
勝

　
　
準
優
勝

　
　
三
　
位

都
賀
ク
ラ
ブ

し
か
も
ブ
ル
ズ
Ｂ

壬
生
体
協

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

西
方
女
子

壬
生
ク
ラ
ブ

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ

12



弓這::::で活躍
j

!

　
大
平
町
弓
道
場
で
、
1
0
月
2
5
日
に
行

わ
れ
た
第
７
回
大
平
町
弓
道
大
会
に
、

壬
生
町
体
育
協
会
弓
道
部
か
ら
８
名
が

参
加
し
、
石
川
洋
雄
さ
ん
（
六
美
町
北
号

が
み
ご
と
優
勝
、
綱
川
栄
一
さ
ん
犬

美
町
北
部
も
３
位
に
人
賞
し
ま
し
た
。

(左)と

(右)

石川さん

綱川さん

　
ま
も
な
く
、
確
定
申
告
書
の
提
出
と
納
税
の

時
期
が
ま
い
り
ま
す
。
ご
自
分
で
正
し
く
記
入

し
て
、
郵
送
、
ま
た
は
税
務
署
窓
ロ
ヘ
提
出
願

い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
は
３
月
１
５
日
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。
手
続
き
簡
単
で
安
全
な
、
金
融

機
関
か
ら
の
振
替
納
税
を
お
勤
め
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
の
記
載
や
納
税
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
、
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
栃
木
税
務
署
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
栃
木
税
務
署
�
２
２
－
１
７
１
６

y

、

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

腕
自
慢
が
集
う

　
第
1
4
回
壬
生
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

Ｈ
月
］
Ｊ
日
に
宮
の
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
で
行
わ
れ
、
1
1
6
名
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

が
腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
の
方
々
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。

確
定
申
告
書
な
ど
は

自
力
記
載
・
自
力
申
告
を

　
税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の
趣

旨
か
ら
、
確
定
申
告
書
・
収
支
内
訳
書

な
ど
の
提
出
書
類
を
、
納
税
者
ご
自
身

で
正
し
く
作
成
し
郵
送
な
ど
で
提
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
「
自
力
記
載
・
自

力
申
告
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
申
告
に
来
ら
れ
る
方
で
確
定
申
告
書

な
ど
の
作
成
が
困
難
な
方
は
、
で
き
る

限
り
申
告
杏
仁
記
入
し
た
上
で
、
確
定

申
告
期
間
の
前
半
（
２
／
1
6
～
２
／
2
6
）

に
税
務
署
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

左から毛塚さん、天野

さん、安楽さん

]116二三三

ゝ心心　ﾐヾ　゛皿皿乙=~ごふらふらSに測む弓引心弓が

総合の部 グロス ネット

優勝 毛塚　進 91 64,6

準優勝 古沢　実 102 66,0

３位 白倉一道 93 66,6

女子の部 グロス ネット

優　勝 安楽敬子 101 69,8

準優勝 天野優子 88 ｱ6,0

３位 鈴木啓子 96 81,6

男子グロスの部 スコア

優　勝 鈴木拓男 ７６

準優勝 鈴木　仁 ７６

３　位 吉田　進 ７８

女子グロスの部 スコア

優　勝 天野優子 ８８

]日

【
申
告
に
持
参
す
る
も
の
】

○
収
入
・
支
出
の
金
額
が
わ
か
る
書
類

（
帳
簿
、
領
収
書
、
請
求
書
、
伝
票
、

預
金
通
帳
、
棚
卸
表
な
ど
か
ら
決

算
書
ま
た
は
収
支
内
訳
吉
子
記
載

で
き
る
よ
う
集
計
し
た
も
の
）

○
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
・
損
害
保

険
の
支
払
証
明
書
、
印
鑑
、
前
年
の

確
定
申
告
書
ま
た
は
収
支
内
訳
書
の

控
え
な
ど

贈
与
税
の
申
告
は

　
　
　
３
月
１
５
日
ま
で
に

　
個
人
か
ら
贈
与
さ
れ
た
現
金
、
有
価

]月三三三

--------一一｣]5三二]]

証
券
な
ど
の
資
産
の
合
計
額
が
年
間
6
0

万
円
を
超
え
る
方

消
費
税
の
申
告
は

　
　
　
３
月
3
1
日
ま
で
に

　
次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
消
費

税
の
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す

（
課
税
事
業
煮
。

①
平
成
８
年
中
の
課
税
売
上
高
が
３
千

万
円
を
超
え
る
事
業
者
。

②
平
成
８
年
中
の
課
税
売
上
高
が
３
千

万
円
以
下
で
「
消
費
税
課
税
事
業
者

選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
事

業
者
。
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六
美
町
の
「
わ
ん
ぱ
く
睦
っ
子
の
森
」

な
ど
、
町
内
４
か
所
で
毎
週
土
曜
に
直

売
所
を
聞
い
て
い
る
、
藤
井
農
産
物
直

売
所
部
会
（
阿
久
津
勝
部
会
長
）
が
、

宇
都
宮
市
の
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
聞
か

れ
た
「
ふ
る
さ
と
直
売
所
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
会
場
に
特
設
さ
れ
た
各
町

の
直
売
所
を
委
員
会
が
審
査
、
モ
ニ
タ

ー
投
票
の
結
果
を
加
味
し
て
各
賞
が
決

ま
る
と
い
う
も
の
で
、
品
揃
え
や
販
売

方
法
、
接
客
な
ど
が
審
査
基
準
と
な
り

ま
す
。

工
回
皿
皿
こ
回
固
耶
字
ラ
Ｕ
Ｏ

　
町
営
ひ
ば
り
が
丘
住
宅
北
側
の
、
北

関
東
自
動
車
道
工
事
現
場
の
囲
い
権

に
、
縦
卯
セ
ン
チ
、
横
1
8
0
セ
ン
チ
の
パ

ネ
ル
作
品
1
3
枚
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
工
事
を
担
当
す
る
会
社
が
、

子
ど
も
た
ち
に
「
高
速
道
路
」
に
対
す

る
思
い
や
イ
メ
九
ン
を
自
由
に
描
い
て

も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
作
品

は
、
近
く
の
睦
小
学
校
の
児
童
が
約
４

か
月
か
け
て
製
作
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
近
く
に
お
い
で
の
際
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ふぶさどルゴかツサンしX異裴

上稲葉地区・上町七ツ石地区・松原羽生田集落センター

下稲葉地区・原坪
各地で展開されている「花いっぱい運動」への

取り組みを、写真で紹介します。下稲葉地区

藤井地区・上坪福和田地区・小松原北小林地区
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囚
臼
の
ズ
Ｕ
⑥

-

お
も
ち
ゃ
団
地
協
同
組
合
が
主
催
す
　
　
同
組
合
か
ら
町
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

る
、
但
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル

が
ロ
ー
月
１
２
目
・
１
３
口
の
２
日
間
、
団
地

内
の
運
動
広
場
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
親

子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
町
と

お
も
ち
ゃ
厚
物
館
で
も
、
会
場
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り
、
平
成
1
2
年
に

栃
木
県
壬
生
総
合
公
園
（
と
ち
ぎ
わ
ん

ぱ
く
公
園
）
で
開
催
さ
れ
る
「
第
1
7
目

全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
バ
ザ
ー
ル
の
益
金
の
一
部
が
、

社
会
福
祉
の
た
め
、
お
も
ち
ゃ
団
地
協

回
白
藻
づ
よ
鐙
長
谷

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
汗
育
て

支
援
金
」
（
平
成
９
年
４
月
開
始
）
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。
す
こ
や
か
ベ
ビ
ー
・
ご
家
族
‘
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
・
：

　
　
町
福
祉
課
　
�
８
１
－
１
８
３
１

福田夏子ちゃん姉妹

(本丸)

荒川恭香ちゃんと

お兄さん・お姉さん

(大師町)

　栃木県子ども会連合会から協力依頼を受け、町教育委員会で受付を行った「県北犬雨災害義援金」

の募金運動につきまして、多くの子供会育成会のご協力をいただき、誠にありがとうございました。

集まった義援金は、全額梅本県子ども会連合会へ送金いたしました。

●総　額　　２９９、７ １０円

●内　訳（順不問
小林辰夫ちゃんと

ご家族（おもちゃのまち）

ノ

１ 下横町　千併合育成合　　10,000円 14 釧T釘目　　子供会育成会　　　2､100円
２ 泉下台　子併合育成合　　　8,200円 15 言言の蝸　子供会育成会　　　5,500円
３ 舟　　町　子供会育成会　　　9,000円 16 六美北　子供会育成会　　11,300円
∠L 栄　　町　子供会育成会　　　3,000円 17 下稲葉　子併合育成合　　19,100円
５ 神通町　子併合育成会　　　2,000円 18 上稲葉　子供会育成会　　　2､000円
６ 三好町　子供会育成会　　　2,000円 19 七ツ石　子併合育成会　　21､500円
７ 万　　町　子供会育成会　　10,000円 20 羽生田　子供会育成会　　39,500円
８ 釜ケ淵　子供会育成会　　　5,000円 21 肋谷原　子供会育成会　　　6､000円
９ 駅　　東　子供会育成会　　　ﾌ,600円 22 上　　田　子併合育成合　　　5,000円
10 落　　合　子供会育成会　　29,410円 23 中　　泉　子併合育成合　　　5､000円

11 あけぼの　　子併合育成会　　22､500円 24 北小林　子併合育成合　　23,500円
12 至宝灯北　子併合育成合　　10,000円 25 上長田　子供会育成会　　25,500円
13 該駄賃一　子供会育成会　　10,000円 26 壬生町子供会育成会逓絡協議会　5,000円

石井姫利ちゃんと

お兄さん・お姉さん

(駅東町)

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

盲
導
犬
あ
る
じ
の
落
語
終
る
ま
で
高

座
の
下
に
寝
そ
べ
っ
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

チ
ュ
ー
リ
犬
フ
の
根
付
は
と
う
に
過

ぎ
た
の
か
割
引
さ
れ
し
球
根
を
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

不
機
嫌
に
な
る
と
思
え
ば
起
せ
ず
に

厨
に
食
器
を
洗
い
て
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

帰
り
に
買
う
つ
も
り
で
過
ぎ
し
直
売

所
の
葉
付
大
根
売
れ
て
し
ま
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

　
　
　
俳
　
　
句

身
に
沁
む
や
首
盗
ま
れ
し
羅
漢
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

隣
る
本
の
み
の
虫
鎧
異
に
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

う
す
墨
の
実
南
天
ゆ
れ
て
尾
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

く
り
か
え
す
弁
舌
身
に
し
む
高
齢
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ
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申告受付月日 自治会名 会場

２月16日　（犬） 午前 下　町、北　原 稲

葉

地

区

公

民

館

午後 原　坪／ﾄﾞ　坪

17日　（水） 午前 鹿　高、鰹　沼

午後 上　町、台　宿

18［］（本） 午前 釜ケ淵、本　郷

午後 稲葉下馬木、桧　原

19日　（金） 午前 西　部、福和田

刊変 中央、東原

23日　（火） 午前 中　泉

南

犬

飼

地

区

公

民

館

午後 助　谷、国谷本田

24日　（水） 午前 北小林

刊安 国谷中兜おもちゃのまち、いずみ

25日　（木） 午前 上長田

午後 あけぽの、若草

26日　（金） 午前 上　田

刊安 安塚南部、至宝灯北

27日　（土） 午前 緑　町（一・ニ・三・四丁出

胴長 幸町ト＜l・.三・四J‘目)

３月２［］（火） 午前 安塚∩）
午後 落　合、六美可北部

３［］（水） 午前 安塚ト）
午後 猫協医大職員寮、安塚中央

４日　（木） 午前 肋谷原、国谷新田

午後 安塚三）
５日　（金） 午前 旭町、城南

壬

生

中

央

公

民

館

割麦 万　町、ﾋ新町

６日　（土） 午前 下表町、上表町
刊jと 中表町、下横町、今　井

９日　（火） 午前 東ﾄﾞ台、城東町、舟　町、栄　町

刊安 神通町、ﾋ通町、三好町

10［］（水） 午前 城　内、馬　場、田向稲荷内

午後 原　宿、星の宮

Ｈ日　（本） 午前 六美町南部第一

引受 壬生.下馬木、車　塚

12日　（金） 午前 前宿坪、台　坪、ひばりケ匝

午後 上　坪、至宝町南

13［］（土） 午前 六笑町南部第ハ下台団地

旧友 西高野、駅　東、県営壬生住宅

　まちのうごき

　　　　　12月１日現在

総人口　40,006人　（-17）

　男　19,749人　（-15）

　女　20,257人　（-2）

世帯数　12,804世帯（-13）

　　　　（　）内は前月比

し込納　●　●●
ょみ期　　国　　都固
う合限　民　市定
゜い間　　年　　計資

　ま際　金　国産
　すは　一　税税　牡い訃]4xi

　納口２　　３
　付が昌　？
　y4生息　息

２

月
の

納
税
等

　　　　　　　　㎜㎜㎜■■■■■■㎜㎜㎜㎜㎜■■■■■■■つ月７日は「北方偏土の日」

｜

　歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島　　　いわ
ゆる北方領土は、今から３００年以上も前から私

たちの先人が開拓し、住み続けてきたところです。

1855年２月フ日の日露通好条約でも、この四島は

本の領土であることが確認されました。
北方領土は、いまだかつて外国の領土となった
とのない″日本固有の領土″なのです。

平成10年度

納税相談日程の
　　お知らせ

☆相談受付時間　　午前９時～12時

　　　　　　　　　午後１時～４時

☆お持ちいただく書類等

　印鑑、源泉徴収票、生命保険料や損害保

険料の控除証明書、社会保険料（国民健康

保険税・国民年金）の領収書等、その他所

得控除や税額控除を受けるのに必要な書類、

金融機関の口座番号の控えなど。

☆問合せ先　　町総務部税務課町民税保

　　　　　　　　　　　　�８１－１ ８１７

濁
協
医
科
大
学
病
院
外
来
看
護
婦
一
同
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
全
５
千
８
０
４
円

県
南
環
境
㈱
様
⑩
　
　
　
金
１
万
円

染
谷
文
行
様
②
　
　
　
　
金
１
万
円

壬
生
町
農
業
協
同
組
合
様
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
２
万
５
千
円

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
キ
リ
ス
ト
教
会
様
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
５
万
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑥
　
金
３
千
円

示
宝
石
会
福
祉
ゴ
ル
フ
＝
ン
ペ
」
同
様
②

　
　
　
　
　
　
全
５
万
１
千
９
０
５
円

大
正
琴
芦
美
会
一
同
様
①
　
全
３
千
円

㈲
い
ず
み
書
房
様
②
金
２
万
５
千
円

指
定
寄
付
（
睦
作
業
所
へ
）

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
1
0
万
円

寄
　
　
付
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

言
数
字
は
寄
付
回
数
）
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